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測定事例

測定事例１－学校･････････ Ｐ４３

・絶縁継手未設置

　鉄筋コンクリート建築物　　の事例

　Ｐ被覆管＋白継手

・２００２年に微少漏えいが確認されたことを契機に腐食測定を実施

・漏えいが確認された調理実習室を単独供給方式に変更し、露出管に改善完了

測定事例２－学校･････････ Ｐ４４

・絶縁継手未設置

　鉄筋コンクリート建築物　　の事例

　Ｐ被覆管＋Ｐ被覆継手

・２０００年に微少漏えいが確認され、露出管に改善された設備の埋設管を使用し、後日測定

・２０００年９月、全ての埋設管を露出管に改善完了

測定事例３－共同住宅･････Ｐ４５

・絶縁継手未設置

　木造２階建て共同住宅　　　　　の事例

　白管＋白継手20 年以上経過

・２０００年に、設置後２５年経過した裸埋設白管から１６kg のガスが漏えいした事故調査の一環として腐食測定を実施

・２０００年７月、全ての埋設管を露出管に改善完了

絶縁継手未設置が共通しています



43

ＬＰガス埋設管台帳・腐食測定等調査票

お客様名 学校　　　　　　　　　　　　　　　　　様（TEL　　　　　　　　　　） お客様コード 測定優先度 Ａ・Ｂ－１・Ｂ－２・Ｃ

所 在 地    藤沢市 ＊重量建築物 該当・非該当・不明 ＊施設区分 　　１

建物の種類 　鉄筋コンクリート造　・　鉄骨造　・　木造　・　その他（　　　　　　　　　　　　） 埋設管施工年月 (西暦) １９８０年　３ 月（イ） ・不明

供給形態 容器 　５０ kg×　１２ 本＋　　　kg×　　　本 バルク貯槽 　　　kg貯槽×　　　基（地上・埋設） バルク容器 　　　kg容器×　　基

地下ピット・地下室の有無 有（数：　　位置：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）・不明・無 ＜腐食測定地点概要図＞

管 白管・テープ巻白管・プラスチック被覆鋼管・配管用フレキ管・ＰＥ管・その他（　　　　　　　）・不明

継手 白継手・テープ巻白継手・プラスチック被覆継手・ＰＥ継手・その他（　　　　　　　　　　　　）・不明
埋設管

材料

口径 15A(公称肉厚2.8mm)・20A(2.8)・25A(3.2)・32A(3.5)・40A(3.5)・50A(3.8)・80A(4.2)・不明

有

無

埋設管の

改修・改善の

履歴 不明

１９８３年　４月（概要：技能員室床下埋設管の破損部分改修　　　）

１９９５年　１月（概要：体育館前供給本館－枝管分岐部分の改修　）

　　　　年　　月（概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

立ち上がり部の数 　３ヶ所　位置　調理実習室前、技能員室前、体育館前　　　　・数不明

有立ち上がり部のうち

床下部の数 無
　１ヶ所　位置　調理実習室前　　　　　　　　　　　　　　　・数不明

有
絶縁継手の数

無
　１ヶ所　位置　体育館前　　　　　　　　　　　　　　　　　・数不明

書
き
き
れ
な
い
場
合
は
備
考
欄
に
記
入

上流側漏えい検知装置 有（メーカー：金門製作所　　　機種名：ＳＢＫ－１０　　　　　　　　）・無

測定日 ２００２年　５月　９日 天候 くもり 測定担当者 氏名：中田、飯田、斎藤　　　　　　　　　　　所属：工業保安課

測　　定　　値
測定地点

※腐食測定は、３地点を実施します
管対地電位(V1)
（通電前）

通電電位(V２)
（通電後）

通　電　電　流

※1mA以上であること
通　電　変　化

C/Sマクロセル腐食

有無判定

(有：通電変化値<10Ω)

評価

採用

地点

備　考

１ 調理実習室前 －３９５　mV －３９６　mV 　２．０８　mA 　０．４８　　Ω 有　・　無 ○

２ 技能員室前 －４０３　mV －４０６　mV 　３．３８　ｍA 　０．８８　　Ω 有　・　無

３ 体育館前 －４５７　mV －４６０　mV 　３．５８　mA 　０．８３　　Ω 有　・　無 絶縁継手有

測定

地点

埋設管

口径・肉厚

腐食速度

(mm／yr)
最大腐食深さ(mm)

腐食速度(mm／yr)×埋設年数(年)
残存肉厚(mm)

埋設管の管肉厚(mm)－最大腐食深さ(mm)
穿孔までの年数（年）(ﾛ)

残存肉厚(mm)÷腐食速度(mm／yr)
採用

地点
備　考

１ 　　A　　　mm mm／yr mm mm 年

２ 　　A　　　mm mm／yr mm mm 年

腐

食

測

定

結

果
白管裸

埋設・

テープ

巻白管

の場合
３ 　　A　　　mm mm／yr mm mm 年

地盤沈下 有（位置：構内全般　　　　　　　　　　　　　　　規模：　5cm未満　・　10cm未満　・　15cm未満　・　20cm未満　・　20cm以上　） ・　　無

実施の有無 　　　有　・　無 漏えいの有無 　有　・　無
自記圧力計による漏えい試験 必要に応じて実施

測定圧力 初圧　４．２　KPa　→　　３０　分後　　終圧　３．７　KPa

掘り出し調査 必要に応じて実施 実施の有無 有（腐食の進行状況：調理実習室前においてマクロセル腐食あり　　　　　　　　　　　）　・　 無

否 通電変化値が10Ω未満　→　腐食のおそれ有り、早急に改善を要す
被覆管

適 通電変化値が10Ω以上　→　腐食のおそれ無し

↓穿孔までの年数(ﾛ)×０．８倍 設置年を記入→ (ｲ)　　　年 現在までの経過年数→ 年

(ﾊ)　　年 ←改善までの年数(ﾊ)

腐食

測定

白　管

年 ＝改善までの年数(ﾊ)

改善

期限
　　年　　月 ←測定日から改善までの年数(ﾊ)を経過した年月を記入＝改善完了期限

地盤沈下の有無 有（措置内容：単独供給方式に変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ・ 無

判定

漏えいの有無 有（措置内容：単独供給方式に変更　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ・ 無

備　　　考

その他、１９９６年１月に作法室埋設管分岐管の改修あり

※この腐食測定結果は、２００２年に微少漏えいが確認されたことを契機に行われた測定によるものです。

第１回 　月 　日 結果説明　改善提案　見積書作成 お客様の反応：

第２回 　月 　日 結果説明　改善提案　見積書作成 お客様の反応：

第３回 　月 　日 結果説明　改善提案　見積書作成 お客様の反応：折衝の記録

露 出    上流側漏えい検知装置の設置             

Ｐ Ｅ    　　　　　　年　　　月　　　日

フ レ キ    絶 縁 継 手 の 挿 入          

改善の記録

(改善年月日、

改善方法等を

記入）

改

善

方

法 Ｐ Ｌ    

<改善の内容＞

　漏えいが確認された調理実習室を単独供給方式に変更し、露出管に改善完了
措

置 　　　　　　年　　　月　　　日

名　称 電話番号     
販売事業所

所在地 担当者名     

＊ 重量建築物とは、木造以外(鉄筋コンクリート、鉄骨、ブロック、レンガ等)の建築物であって、延べ床面積が２００㎡以上のもの

＊ 施設区分　１．幼稚園、小・中・高等学校　２．病院、診療所　３．公会堂、図書館、博物館、美術館　４．旅館、飲食店　５．共同住宅　６．一般住宅　99.その他

測定事例１
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ＬＰガス埋設管台帳・腐食測定等調査票

お客様名 学校　　　　　　　　　　　　　　　　　　様（TEL　　　　　　　　　　） お客様コード 測定優先度 Ａ・Ｂ－１・Ｂ－２・Ｃ

所 在 地    川崎市 ＊重量建築物 該当・非該当・不明 ＊施設区分 　　　　１

建物の種類 　鉄筋コンクリート造　・　鉄骨造　・　木造　・　その他（　　　　　　　　　　　　） 埋設管施工年月 (西暦) １９９０年　１月（イ） ・不明

供給形態 容器 　５０kg×　　４本＋　　　kg×　　　本 バルク貯槽 　　　kg貯槽×　　　基（地上・埋設） バルク容器 　　　kg容器×　　基

地下ピット・地下室の有無 有（数：１　位置：実習棟トイレ床下　　　　　　　　　　　　）・不明・無 ＜腐食測定地点概要図＞

管 白管・テープ巻白管・プラスチック被覆鋼管・配管用フレキ管・ＰＥ管・その他（　　　　　　　）・不明

継手 白継手・テープ巻白継手・プラスチック被覆継手・ＰＥ継手・その他（　　　　　　　　　　　　）・不明
埋設管

材料

口径 15A(公称肉厚2.8mm)・20A(2.8)・25A(3.2)・32A(3.5)・40A(3.5)・50A(3.8)・80A(4.2)・不明

有

無

埋設管の

改修・改善の

履歴 不明

年　　　月（概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

年　　　月（概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

年　　　月（概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

立ち上がり部の数 　２ヶ所　位置　休養室前、管理課前　　　　　　　　　　　　・数不明

有立ち上がり部のうち

床下部の数 無
　　ヶ所　位置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・数不明

有
絶縁継手の数

無
　　ヶ所　位置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・数不明

書
き
き
れ
な
い
場
合
は
備
考
欄
に
記
入

上流側漏えい検知装置 有（メーカー：リコー　　　　　機種名：ＳＢＲ－６　　　　　　　　　）・無

測定日 ２００２年　７月　９日 天候 はれ 測定担当者 氏名：中田、斎藤　　　　　　　　　所属：工業保安課

測　　定　　値
測定地点

※腐食測定は、３地点を実施します
管対地電位(V1)
（通電前）

通電電位(V２)
（通電後）

通　電　電　流

※1mA以上であること
通　電　変　化

C/Sマクロセル腐食

有無判定

(有：通電変化値<10Ω)

評価

採用

地点

備　考

１ 容器置場脇 －３６４　mV －３６７　mV 　１．６６　mA 　１．８０　　Ω 有　・　無

２ 管理課前 －２７２　mV －２７３　mV 　１．５４　ｍA 　０．６４　　Ω 有　・　無 ○

３ 休養室前 －４００　mV －４０１　mV 　１．３８　mA 　０．７２　　Ω 有　・　無

測定

地点

埋設管

口径・肉厚

腐食速度

(mm／yr)
最大腐食深さ(mm)

腐食速度(mm／yr)×埋設年数(年)
残存肉厚(mm)

埋設管の管肉厚(mm)－最大腐食深さ(mm)
穿孔までの年数（年）(ﾛ)

残存肉厚(mm)÷腐食速度(mm／yr)
採用

地点
備　考

１ 　　A　　　mm mm／yr mm mm 年

２ 　　A　　　mm mm／yr mm mm 年

腐

食

測

定

結

果
白管裸

埋設・

テープ

巻白管

の場合
３ 　　A　　　mm mm／yr mm mm 年

地盤沈下 有（位置：　　　　　　　　　　　　　　　　　規模：　5cm未満　・　10cm未満　・　15cm未満　・　20cm未満　・　20cm以上　） ・　　無

実施の有無 　　　有　・　無 漏えいの有無 　有　・　無
自記圧力計による漏えい試験 必要に応じて実施

測定圧力 初圧　　７．８KPa　→　　　２４分後　　終圧　　１．１KPa

掘り出し調査 必要に応じて実施 実施の有無 有（腐食の進行状況：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）　・　 無

否 通電変化値が10Ω未満　→　腐食のおそれ有り、早急に改善を要す
被覆管

適 通電変化値が10Ω以上　→　腐食のおそれ無し

↓穿孔までの年数(ﾛ)×０．８倍 設置年を記入→ (ｲ)　　　年 現在までの経過年数→ 年

(ﾊ)　　年 ←改善までの年数(ﾊ)

腐食

測定

白　管

年 ＝改善までの年数(ﾊ)

改善

期限
　　年　　月 ←測定日から改善までの年数(ﾊ)を経過した年月を記入＝改善完了期限

地盤沈下の有無 有（措置内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ・ 無

判定

漏えいの有無 有（措置内容：露出化による改善　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ・ 無

備　　　考
※この腐食測定結果は、２０００年に微少漏えいが確認され既に露出管に改善された設備の、漏れの確認された埋設管を使用し、後日行った測定によるもの

です。

第１回 　月 　日 結果説明　改善提案　見積書作成 お客様の反応：

第２回 　月 　日 結果説明　改善提案　見積書作成 お客様の反応：

第３回 　月 　日 結果説明　改善提案　見積書作成 お客様の反応：折衝の記録

露 出    上流側漏えい検知装置の設置             

Ｐ Ｅ    　　　　　　年　　　月　　　日

フ レ キ    絶 縁 継 手 の 挿 入          

改善の記録

(改善年月日、

改善方法等を

記入）

改

善

方

法 Ｐ Ｌ    

<改善の内容＞

　２０００年９月、全ての埋設管を露出管に改善完了
措

置 　　　　　　年　　　月　　　日

名　称 電話番号     
販売事業所

所在地 担当者名     

＊ 重量建築物とは、木造以外(鉄筋コンクリート、鉄骨、ブロック、レンガ等)の建築物であって、延べ床面積が２００㎡以上のもの

＊ 施設区分　１．幼稚園、小・中・高等学校　２．病院、診療所　３．公会堂、図書館、博物館、美術館　４．旅館、飲食店　５．共同住宅　６．一般住宅　99.その他

測定事例２
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ＬＰガス埋設管台帳・腐食測定等調査票

お客様名 共同住宅（二階建て１２戸）　　　　　　　様（TEL　　　　　　　　　　） お客様コード 測定優先度 Ａ・Ｂ－１・Ｂ－２・Ｃ

所 在 地    川崎市 ＊重量建築物 該当・非該当・不明 ＊施設区分 　　　　５

建物の種類 　鉄筋コンクリート造　・　鉄骨造　・　木造　・　その他（　　　　　　　　　　　　） 埋設管施工年月 (西暦) １９７５年　１１月（イ） ・不明

供給形態 容器 　５０kg×　　５本＋　　　kg×　　　本 バルク貯槽 　　　kg貯槽×　　　基（地上・埋設） バルク容器 　　　kg容器×　　基

地下ピット・地下室の有無 有（数：　　位置：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）・不明・無 ＜腐食測定地点概要図＞

管 白管・テープ巻白管・プラスチック被覆鋼管・配管用フレキ管・ＰＥ管・その他（　　　　　　　）・不明

継手 白継手・テープ巻白継手・プラスチック被覆継手・ＰＥ継手・その他（　　　　　　　　　　　　）・不明
埋設管

材料

口径 15A(公称肉厚2.8mm)・20A(2.8)・25A(3.2)・32A(3.5)・40A(3.5)・50A(3.8)・80A(4.2)・不明

有

無

埋設管の

改修・改善の

履歴 不明

１９８８年　１月（概要：二棟の供給設備を統合　　　　　　　　　）

　　　　年　　月（概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

　　　　年　　月（概要　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

立ち上がり部の数 １２ヶ所　位置　各戸玄関わき　　　　　　　　　　　　　　　・数不明

有立ち上がり部のうち

床下部の数 無
　　ヶ所　位置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・数不明

有
絶縁継手の数

無
　　ヶ所　位置　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・数不明

書
き
き
れ
な
い
場
合
は
備
考
欄
に
記
入

上流側漏えい検知装置 有（メーカー：　　　　　　　　機種名：　　　　　　　　　　　　　　）・無

測定日 ２０００年１０月１１日 天候 はれ 測定担当者 氏名：堀田、斎藤　　　　　　　　所属：工業保安課

測　　定　　値
測定地点

※腐食測定は、３地点を実施します
管対地電位(V1)
（通電前）

通電電位(V２)
（通電後）

通　電　電　流

※1mA以上であること
通　電　変　化

C/Sマクロセル腐食

有無判定

(有：通電変化値<10Ω)

評価

採用

地点

備　考

１ Ａ棟立ち上がり部 －５４０　mV －５４５　mV 　３．５４　mA 　１．４１　　Ω 有　・　無 ○

２ 　　　　　mV 　　　　　mV 　　　　　　ｍA 　　　　　　　Ω 有　・　無

３ 　　　　　mV 　　　　　mV 　　　　　　mA 　　　　　　　Ω 有　・　無

測定

地点

埋設管

口径・肉厚

腐食速度

(mm／yr)
最大腐食深さ(mm)

腐食速度(mm／yr)×埋設年数(年)
残存肉厚(mm)

埋設管の管肉厚(mm)－最大腐食深さ(mm)
穿孔までの年数（年）(ﾛ)

残存肉厚(mm)÷腐食速度(mm／yr)
採用

地点
備　考

１ 20　A　2.8　mm ０．１１mm／yr 　　２．７５　　mm 　　　０．０５　　　mm 　　　０．４５　　　　　年 ○

２ 　　A　　　mm mm／yr mm mm 年

腐

食

測

定

結

果
白管裸

埋設・

テープ

巻白管

の場合
３ 　　A　　　mm mm／yr mm mm 年

地盤沈下 有（位置：　　　　　　　　　　　　　　　　　規模：　5cm未満　・　10cm未満　・　15cm未満　・　20cm未満　・　20cm以上　） ・　　無

実施の有無 　　　有　・　無 漏えいの有無 　有　・　無
自記圧力計による漏えい試験 必要に応じて実施

測定圧力 初圧　　８．２KPa　→　　０．５分後　　終圧　　　０　KPa

掘り出し調査 必要に応じて実施 実施の有無 有（腐食の進行状況：通気差マクロセル腐食による穿孔が見られた　　　　　　　　　　）　・　 無

否 通電変化値が10Ω未満　→　腐食のおそれ有り、早急に改善を要す
被覆管

適 通電変化値が10Ω以上　→　腐食のおそれ無し

↓穿孔までの年数(ﾛ)×０．８倍 設置年を記入→ (ｲ)1975年 現在までの経過年数→ ２５年

(ﾊ)0.36年 ←改善までの年数(ﾊ)

腐食

測定

白　管 0.36
年 ＝改善までの年数(ﾊ)

改善

期限
２０００年１１月 ←測定日から改善までの年数(ﾊ)を経過した年月を記入＝改善完了期限

地盤沈下の有無 有（措置内容：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ・ 無

判定

漏えいの有無 有（措置内容：露出化による改善　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　） ・ 無

備　　　考
※ 設置後２５年経過した裸埋設白管から１６kgのガスが漏えいした事故の現地調査の一環として腐食測定を実施したもの

　併せて漏えい箇所を掘り出し、穿孔を確認した

第１回 　月 　日 結果説明　改善提案　見積書作成 お客様の反応：

第２回 　月 　日 結果説明　改善提案　見積書作成 お客様の反応：

第３回 　月 　日 結果説明　改善提案　見積書作成 お客様の反応：折衝の記録

露 出    上流側漏えい検知装置の設置             

Ｐ Ｅ    　　　　　　年　　　月　　　日

フ レ キ    絶 縁 継 手 の 挿 入          

改善の記録

(改善年月日、

改善方法等を

記入）

改

善

方

法 Ｐ Ｌ    

<改善の内容＞

　２０００年７月、全ての埋設管を露出管に改善完了
措

置 　　　　　　年　　　月　　　日

名　称 電話番号     
販売事業所

所在地 担当者名     

＊ 重量建築物とは、木造以外(鉄筋コンクリート、鉄骨、ブロック、レンガ等)の建築物であって、延べ床面積が２００㎡以上のもの

＊ 施設区分　１．幼稚園、小・中・高等学校　２．病院、診療所　３．公会堂、図書館、博物館、美術館　４．旅館、飲食店　５．共同住宅　６．一般住宅　99.その他

測定事例３

穿孔部分


